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―あれば便利なモノから、奇跡を起こすモノまで作ります―
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明珍本舗（姫路市）見学記

代表取締役 中村 正樹

　ATAC では年に数回、地元の企業を訪問し、
ものづくりの勉強に役立てています。
2015年 8月 21日にATACメンバー4名で兵
庫県姫路市の明珍本舗を訪問しました。今回の
見学はこれまで訪問してきた近代的な設備によ
るものづくりとは異なる、日本古来の伝統の技
を長年にわたり受け継いできた「匠」の世界で
す。
　訪問した明珍本舗は平安時代から甲冑師とし
て続き、江戸時代中期からは姫路藩主・酒井家
に仕え、現在 52代目の明珍宗理さんを当主に、
家内工業で火箸作りを行っています。明治維新
以降は甲冑の需要が無くなったため、火箸作り
を専業に伝統の技を現在まで受け継いできてい
ます。茶事用の火箸は昔、千利休からの求めに
応じて作ったという故事にならってはじめたと
ころ、茶人をはじめ一般家庭でも広く愛用され
ているそうです。
　火箸は鉄素材が持つ独特の打音が美しく、近
年では火箸を用いた火箸風鈴が人気を集めてい
ます。元々明珍家では日本古来の鉄の製法であ

る踏鞴（たたら）による和鉄を用いて火箸を制
作していましたが、現代では和鉄は貴重な材料
になっているため、年間数組しか作られていま
せん。通常は現代製鉄の条鋼を使用しているそ
うです。しかし製造法は伝統ある方法で、一本
一本手仕上げで加熱しては鎚で鍛錬していく技
法が守られていて、古来から伝わる技そのもの
でした。「明珍火箸」風鈴の音色がよいのはこう
した伝統の技が引き継がれてきたからといえる
ようです。最近は鉄製の火箸に加え、新素材と
してチタンを用いた火箸風鈴、おりん等、将来
53代目予定の明珍敬三さんは新製品開発にも意
　　　　　　　欲的に取り組んでおられ、その
　　　　　　　姿に感銘を受けました｡   （三浦）

　弊社は、衣料品の商品タグなどの企画及び生
産を主たる業務としたメーカーです。近年、海
外製品がシェアを高める中、独自の新商品やア
イデア商品の開発に取り組んでおります。
　最近では、普段は購入後に捨てられていた商
品タグに付加価値を付けて、捨てられるモノか
ら使えるモノに出来ないかという発想で芽の出
るタグ、花の咲くタグ「エコ・タッグⓇ」の開
発に取組み、特許も申請いたしました。エコ・
タッグⓇのエコはエコロジーで、商品タグに
植物の種を組み込むことで、捨てられていたモ
ノを「家族みんなで楽しんで育てられるモノ」
として開発しました。

　これまで手作業で行ってい
た組立を、ATACの助言によ
り自動組立機の開発・導入が
でき、量産化に向けた体制を
整えることが出来ました。
　このほか縫製物に組み込め
るNFC（近距離無線通信）シ
ステムを開発しました。洗濯
可能のメリットを活かし、各種衣料やぬいぐる
みに組み込み「スマホでタッチⓇ」の商標で、
アパレルやアミューズメント業界だけでなく、
介護や徘徊者追跡システムへの展開も今後図っ
ていきたいと考えています。
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